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９
時　

分　

「
松
橋
営
業
所
」
発
。

２９

　

９
時　

分　

「
宇
城
市
小
川
支
所

４５

前
」
着
。
徒
歩　

分
で
風
の
館
・
塩

１０

屋
に
到
着
。
こ
こ
は
小
川
町
の
女
性

た
ち
で
結
成
さ
れ
た
「
風
の
会
」
に

よ
り
復
活
し
た
、
町
が
最
も
栄
え
た

時
代
の
商
家
の
趣
を
残
し
た
建
築
物
。

現
在
は
街
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
こ
の
地
域
の

歴
史
や
建
造
物
の
話
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
散
策
し
た
。

　

室
町
時
代
か
ら
町
が
形
を
作
り
始

め
、
海
や
山
の
幸
の
集
散
地
と
し
て

繁
栄
し
、
多
く
の
豪
商
を
輩
出
し
た

小
川
町
。
商
店
街
の
至
る
所
に
見
ら

れ
る
仁
王
像
や
地
蔵
な
ど
は
、
か
つ

て
財
を
築
い
た
商
人
た
ち
の
奉
納
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
。
芝
居
小
屋

跡
な
ど
も
あ
り
、
富
を
蓄
え
た
商
人

の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。
町
が
繁
栄

し
た
証
を
残
そ
う
と
、
現
在
は
地
区

の
人
々
が
頑
張
っ
て
い
る
。

　

商
店
街
は
昭
和　

年
代
の
道
路
拡

４０

張
工
事
に
よ
り
、
風
情
あ
る
軒
先
が

な
く
な
り
交
通
量
が
増
え
た
と
の
こ

と
。
そ
の
た
め
散
策
中
も
常
に
周
囲

に
車
が
い
な
い
か
ど
う
か
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
も
っ
と
安
心

し
て
歩
く
こ
と
の
で
き
る
通
り
に
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
の
話
に
納
得
。
雨
降
り

で
も
軒
先
を
通
れ
ば
濡
れ
な
か
っ
た

と
い
う
昔
の
風
景
が
見
た
い
と
思
っ

た
。

　
　

時　

分　

農
産
物
直
売
所
す
ず

１３

２５

め
の
お
や
ど
に
到
着
。
こ
の
日
、
当

番
だ
っ
た
佐
方
さ
ん
と
森
田
さ
ん
に

よ
る
と
、
こ
の
時
期
は
黒
皮
カ
ボ

チ
ャ
や
キ
ュ
ウ
リ
が
よ
く
売
れ
る
と

の
こ
と
。

　
　

時　

分　

「
宇
城
市
小
川
支
所

１３

３９

前
」
発
。

　
　

時　

分　

「
松
橋
営
業
所
」
着
。

１３

５３

東
福
寺
入
口
の
羅
漢

東
福
寺
入
口
の
仁
王
像

まちおこしに取り組む
元気な笑顔に会いに
商店街を歩く
（取材日…５月１２日）

【写真１】新麹屋の固形紅茶。かつてはセ

イロンにも輸出されたという

【写真２】郷土資料館では頼山陽展が開

催されていた

【写真３】小川阿蘇神社

【写真４】すずめのおやどの佐方さん（右）

　　　　　と森田さん

1

2

3

4

●

松橋松橋I.C.I.C.松橋I.C.

萩尾大溜池

至美里町

●県立豊野少年自然の家●県立豊野少年自然の家

アグリパーク豊野アグリパーク豊野

●県立豊野少年自然の家
●誉ケ丘公園●誉ケ丘公園●誉ケ丘公園

●
浄水寺跡

アグリパーク豊野

おがわ
みすみ

氷川町

火
ロマンの湯
03

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

シ
テ
ィ

バ
リ
ュ
ー

市
蕁4545－23392339

⑯

ま
つ
ば
せ

峠
の
岩
清
水

ラ・ガール
蕁53－2666

原

十五社

産交松橋 療育センター
入口

寺村口 古賀原

宇城市小川宇城市小川
支所前支所前
宇城市小川
支所前

蕁45－2339

すずめのおやどすずめのおやど
　蕁4343－61616161

●
小川支所小川支所

すずめのおやど
　蕁43－6161

●風の館・塩屋●風の館・塩屋
　蕁4343－61916191
●風の館・塩屋
　蕁43－6191

●
小川支所

●
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８
時　

分
「
松
橋
営
業
所
」
発
。

５０

療
育
セ
ン
タ
ー
入
口
を
通
過
す
る
と
、

右
に
レ
ン
コ
ン
畑
が
見
え
る
。

　

９
時　

分　

豊
野
町
「
寺
村
口
」

００

着
。
そ
こ
か
ら
看
板
に
従
い
、
徒
歩

　

分
で
浄
水
寺
跡
に
到
着
。
こ
こ
は

１５奈
良
時
代
末
期
に
建
立
さ
れ
た
古
代

寺
院
の
跡
。
緑
に
囲
ま
れ
、
ひ
っ
そ

り
と
し
た
敷
地
内
に
は
、
延
暦
９
年

創
建
の
碑
の
ほ
か
、
天
長
３
年
の
寺

領
を
記
し
た
碑
、
康
平
７
年
の
法
華

経
の
碑
な
ど
、
九
州
最
古
の
碑
が
現

存
す
る
貴
重
な
寺
院
跡
。
石
に
刻
ま

れ
た
文
字
を
見
て
い
る
と
、
昔
の
人

の
あ
つ
い
信
仰
心
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
。

　

来
た
道
を
再
び
戻
り
、
９
時　

分
、

４０

誉
ヶ
丘
公
園
に
到
着
。
春
は
花
見
、

夏
は
水
辺
の
散
歩
、
秋
は
紅
葉
と
、

通
年
楽
し
め
る
こ
の
公
園
。
こ
の
日

は
宇
土
市
の
網
田
小
学
校
児
童
が
、

豊
野
少
年
自
然
の
家
の
職
員
と
と
も

に
散
策
し
て
い
た
。

　

誉
ヶ
公
園
か
ら
徒
歩
５
分
で
ア
グ

リ
パ
ー
ク
豊
野
に
到
着
。
こ
こ
で
は

地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
野
菜
、
果
物

な
ど
の
農
産
物
の
ほ
か
、
加
工
品
・

工
芸
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
毎
週

水
・
土
・
日
・
祝
日
に
開
催
さ
れ
る

青
空
市
場
は
特
に
人
気
で
、
町
内
外

の
客
で
に
ぎ
わ
う
。
こ
の
日
は
木
曜

日
で
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
、
次
は
開

い
て
い
る
日
に
訪
れ
よ
う
と
思
っ
た
。

　
　

時　

分　

「
古
賀
原
」
発
。

１０

３１

　
　

時　

分　

「
松
橋
営
業
所
」
着
。

１０

４５

　大通りから離れた

狭い道もなんのその。

バスは毎日市内を走

ります。今回の取材

で、改めてバスの魅

力に気付くとともに、

病院前などで下車す

る高齢者の利用が多

いことから、その必

要性も強く感じまし

た。

　バスを待つ間、名

前も知らない人と会

話が弾み、そしてい

ざバスに乗ると普段

は見えない海岸や、

田んぼを流れる小川、

新しい店舗や建築中

の病院などを発見し

ます。

　車に乗っていると

「あっ」という間に

通り過ぎる場所も、

バスを降りて歩くこ

とで、いろいろな発

見があり、地域を見

直すきっかけにもな

るようです。

　すてきな風景と人

との出会いに癒やさ

れ、その土地土地の

輝かしい歴史に驚き

の連続でした。下車

する停留所さえしっ

かり調べておけば、

安心してゆったりで

きるバスの旅。ピク

ニック気分で行くも

良し、もっと気軽に

利用しようと思いま

す。 （あさり）

市内めぐりも
いいもんだ

市内めぐりも市内めぐりも
いいもんだいいもんだ

緑
い
っ
ぱ
い
の

豊
か
な
自
然
に
癒
や
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
日
…
５
月　

日
）

１１

ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススでででででででででででででででででででで行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行バスで行く小旅行特集

松橋I.C.

●県立豊野少年自然の家

アグリパーク豊野

●誉ケ丘公園

●

大岳

おうだ

みすみ

場・キャンプ場

ー

不知火海

道の駅不知火
不知火温泉ロ
蕁42－330

ム

柴尾山

宇 城
蕁45－2339

⑯

●
永
尾
神
社

ラ・ガール
蕁53－2666

救の浦
松合

桂原
不知火温泉
センター前

宇城市小川
支所前

すずめのおやど
　蕁43－6161

●
小川支所

●風の館・塩屋
　蕁43－6191

1

2

3

4

【写真１】浄水寺跡の古碑群

【写真２】新緑の誉ヶ丘公園

【写真３】散策する網田小の児童

【写真４】アグリパーク豊野の青空市は

午前７時～午後５時開所。全

国発送も受け付けている。

今回利用した産交バス
松橋営業所管轄運行ルート
�問 　松橋営業所　�３２－０８５６


